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論文内容の要旨
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（論支内容の要 旨）

近年，コーパスを用いた日本語研究が盛 んにな り，国立国語研究所においては，日

本語史研究のための通時 コーパスを構築 する準備が進め られている．通時 コーパス

には，現代語の コ』パス と同様の形態論情報 を付与す ることが必要 とされているが，

従来 は歴史的な日本語資料に十分な精度で形態素解析 を施す ことができず，形態論

情報のアノテーシ ョンは困難であった．

この ような中，本研究は， 日本語通時コーパスのための形態論情報アノテーシ ョ

ン を実現す るために自然言語処理技術 を応用 して，次の貢献 を行 った．

1．古文の形態素解析 を実現す るための言語資源 として，新 たに古典語の辞書 と

．学習用 の コーパスを整備 し，，、統計的機械 学習 にも とつ く形態素解析技術 を用

いて，中古和文 と近代文語文 について実用的な精度 （見出 し語認定のF値 で

0．96以上）が得 られる形態素解析 システムを実現 した．

2．上記の言語資源 と通時 コーパス自体の整備のため に，辞書の見出 し語 とコー

パスの出現形 とを関連付 け一貫性 を保ちなが ら形態論情報の修正 作業 を行 う

ことので きるデー タベースシステム （国立国語研究所 「形態論情報デー タベー

ス」）を 構築 し，通 時 コーパス整備の基盤 を整えた．、

3．通 時コーパス に収録 される多様 なテキス トに対 して高い精度で形態論情報 の

アノテーシ ョンを行 う方法を検討 し，近世口語文 ・和漢混渚文 ・旧仮名遣いの

口語文について，実際に形態論情報めアノテーシ ョンを行 った． 、

4．上記の形態素解析技術や形態論情報付 きの通時 コーパズを日本語研究者や人

文科学系の研究者に使いやすい形で提供す るために，新たなツー～レの作成 ・既

存 のツールの適用 を行 った．
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（論文審査結果 の要 旨） ’1

平成26年1月27日 に開催 した公聴会の結果を参考 に平成26年2月21日 に本博士

論文の審査 を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動 を続 けてい くための十分な素養を備 えていることを示す もの と認める．

小木曽 智信 は，本博士論文において，日本語通時コーパスのための形態論情報 ア

ノテーシ ョンを実現するために，。形態素解析用 の辞書開発 とそれを用いた形態素解

析システムを実装 し，種 々の実験 ・考察を行 づた．具体的な研究成果は次 のように 一

まとめ ることがで きる．

1．古文の形態素解析を実現するための言語資源 として，古 典語の形態素辞書およ

び学習用 コーパスを整備 し，統計的機械学習にもとつ く形態素解析技術 を用い

て，中古和文 と近代文語文に対 して実用的な精度が得 られる形態素解析システ

ムを実現 した．

2．古文用の形態素辞書 とそれに基づ く通時コ7パ ス整備のために，辞書の見出 し

語 とコーパスの出現形 とを一貫性 を保 ちなが ら形態論情報 の修正作業 を行 う

ことので きるデータベースシステムを構築 し，これにより，通時 コーパ ス整備
グ の 基 盤 を 整 理 した
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3．通時 コーパスの様々なテキス トに対 して高い精度で形態論情報の自動 アノテー

シ ョンを行 う方法を検討 し，近世 口語文 ・和漢混渚文 ・旧仮名遣 いの口語文に

ついて，形 態論情報のアノテーシ ョンを実施 した．

4．古典語のための形態素解析技術 や形態論情報付 きの通時 コーパスを研究者に

使いやすい形で提供するために，新 たなツールの作成 を行 った．

日本語の古文の形態素解析 に関 して，辞書 および通時 コーパスの整備 と自動 アノ・

テーシ ョンのための様 々なツールを作成 し，研究者に利用可能 な形で公開するまで

にいたった本研究 は， 自然言語処理お よび 日本語の通時研究 において高い貢献があ

ると評価する．

よって，本論文 は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるものと認め る・
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